

















































　いわゆる「経営資源アプローチ」(A Resource-based View of the Firm)では，
持続的な競争優位の源泉は製品と市場の組み合わせよりも保有する経営資
源に依存する，と主張される(Wemerfelt,1984 ; Barney, 1991 ; Stalk, Evans, and
















































































































































































































































































































































































































う議論である。製薬企業においての実証研究は, Cool and Schendel（1987）
が先駆的である。この議論における最大の問題は，どのようにして戦略グ
ループを同定したのか，ということであり，実証研究においては極めて無
造作な扱いがされることが多い。このような戦略グループを固定すること
から分析をはじめるよりも，むしろ企業組織のバックグラウンドから戦略
を固定し，その後に業績との関係を検討する方が自然なのではないだろう
か。本稿では，組織のバックグラウンドと現在の研究開発活動の関係に焦
点を当てたが，組織のバックグラウンドごとに戦略選択がどのように異な
るか，あるいはそこに業績格差は見出せるのか，というテーマに関しては
別の機会に論じていきたい。
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　　　　　　　　　　　　　　　　付　　　記
　本研究は，平成９年度・成城大学教員特別研究助成を受けた研究プロジェクト
　｢リソース・ベース・アプローチによる企業革新の多元的分析｣の研究成果の一
部である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(脱稿:1998年１月29日)
